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平成 ２０ 年度 播磨町水道事業報告書 
 
１ 概  況 

 (1) 総括事項   

本年度の給水業務状況は、給水装置数が前年比で 103 栓(0.7％)増の 14,701

栓、給水人口で 44 人(0.1％)減の 34,272 人となりました。なお、年間有収水量

は、45,384m
3 

 (1.2％)減の 3,813,354m
3 

 となり、経済不況による企業の生産調

整に伴う水需要の低下や家庭での節水意識の高揚が大きく影響し、大幅な減少

になりました。 

 水道施設の構築については下水道整備事業等に併せた配水管布設替工事を施

工し、また第３浄水場においては、平成 18 年度より水道施設全般の耐震化工事

を継続しており、本年度は 2 ヵ年計画であった沈殿池の耐震化改修工事が完了

しました。 

 経営状況（税抜）は、総収益が 588,650,629 円に対して、総費用が 607,291,745

円で、当年度純損失 18,641,116 円を計上しました。 

 水道事業収益の主なものは、水道料金 537,394,791 円で、収益全体の 91.3％

を占めています。一方、水道事業費用の主なものは、企業債利息 47,273,990 円

（7.8％）、減価償却費 209,578,472 円（34.5％）、職員給与費 58,835,185 円

（9.7％）、県水受水費 70,855,200 円（11.7％）、動力費 36,550,934 円（6.0％）

で費用全体の 69.7％を占めています。以上の結果、供給単価は 140.92 円、給水

原価は 151.65 円になりました。 

 資本的収支（税込）の総収入額が 74,168,856 円に対して、支出が建設改良費

145,122,419 円、企業債償還金 163,091,486 円で、総支出額 308,213,905 円とな

りました。なお、不足の 234,045,049 円は、当年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額 3,517,804 円、過年度分損益勘定留保資金 230,527,245 円で補

てんしました。 

 以上が、平成 20 年度における経営並びに事業実施の概要でありますが、今後

におきましても、町民に清浄にして低廉な水の安定供給を図るため、水源の確

保と経営の合理化及び経費の削減を図り、公共福祉の向上に努める所存です。 

 


